
 

 

          
国際ロータリー第２６７０地区徳島第２分区 

     
６月２日 火曜日    Vol. ４３９ 

 

         例会出席者   １９名 （会員数 29名）              出席率 65.55％ 

メーキャップ   ありません                        

ゲスト       ありません 

■会長挨拶  皆さん、こんばんは！今日も３０℃の暑い一日でした。天気予報のニュースによりますと 

   今日から九州地方は「梅雨入り」の宣言をされていました。四国はもうすぐでしょうか？ 

   今、火山の噴火で鹿児島県の口永良部島（新岳）は大変ですね。島民 137人の避難。牛や馬は 

   放牧でそのままの状況が映されていました。そのほか犬、猫等の動物も映像に映されていました。 

   島の人は、畜産で生計を立てている方々です。本当に大変であると思います。いつ、島へ帰ることが 

できるかわかりません。長い間、避難生活が続くと生活が、非常に苦しくなってくると思います。これは、 

   自然ですので、どうにもなりません。また、箱根の観光地もいつ噴火するか心配です。先般 5/30 の小

笠原諸島の西方沖を震源とするマグニチュード M8.5の地震、神奈川県・埼玉県震度 5弱を記録、 

   北海道から九州・沖縄地方の広い範囲で揺れ、徳島県は震度１でした。今年は、何か起こりそうな予

感がして心配です。 

今、日本郵便では「手紙の書き方体験授業」の支援を行っています。手紙による子供たちの心の交流

の促進を目的として全国の小学校、中学校、高校（特別支援校を含む）を対象に「手紙の書き方体験

授業」用の教材を、希望の学校に無償で配布する取り組みを昨年度に引き続き実施しております。 

   この取り組みは、小学校の授業の場で「手紙のやりとり」を通じて、小学生に手紙の楽しみや喜びなどを 

   体験してほしいという願いから、平成２２年度に始めました。５年目となった昨年２６年度は、全国で小

学校が約１万１，４００校、約２３２万人、中学校は約３，２００校、約７４万人、高校は約１，０００校、約  

   ２５万人が参加されました。現在、私たちは、ほとんど「手紙」などを書きません。事（こと）を電話や 

   携帯電話などで済ましてしまいます。一度、知人・友人・親戚等、また身近な奥様へは、口に出して言

えない日頃の「感謝」の言葉を「手紙」で託してみてはいかがなものでしょうか？「手紙」を書くことも文

書の綴り方、漢字の復習となり、良いものだと思います。皆様、ぜひ「手紙」を書く、習慣を身に付けて

みて下さい。６月第１例会ですので、この後理事会があると思いますので、よろしくお願い致します。 

 

■幹事報告（三好亘 幹事代行） 

◇到着書類   なし 

◇到着週報   鴨島 RC 

◇連絡事項  ６月の第一例会になります。終了後、理事会を開きますのでよろしくお願いします。 

■委員会報告    

親睦委員会 長浦委員長  ６月のお誕生日の皆さんおめでとうございます！！ 

 青木茂生会長（本人） 藤会員（本人） 田野会員（本人）  

      美馬 RCからささやかなプレゼントを贈らせていただきます。 

      今期最後の月となりました。結婚記念日の記念撮影券をお渡ししております。 

撮影がまだお済みでない方はぜひこの機会に。 

      間に合うよう撮影をしてきてください。プレゼントの漏れている方はおられませんでしたか(笑)？ 

 

美馬ロータリークラブ週報 
 



 

 

    国際奉仕委員会 長浦次期委員長 

      2015-2016年の短期交換留学生受け入れのためのホストファミリー選定のお願いが来ています。 

7/15 ～ 7/18の三泊四日を予定しております。今回は、浪越会員さんのお家で受け入れをお願いした

いと考えております。ほかにぜひ我が家へと思っておられる方がいましたら、長浦までご連絡ください。                                

■卓話 山内浩司会員（藍染め商品・扇子について） 

皆さんご承知のように、うちの会社は主に藍染商品を取り扱っています。自社でも染めることが少しはでき

るのですが、たくさん仕入れた反物が置いてあります。しかし、その反物そのままでは、もちろん商品になり

ません。で、布物の生地なので、ほとんどの場合、どこかしらの縫製工場に送って商品に仕上げてもらって

います。かばんが売りたいなと思えば、かばんの得意な工場へ、服を作るとなれば、それが得意な工場を

全国で探して作ってもらうという流れになっています。 

だいたいのものは縫製工場でできるのですが、特殊なもので、一部の商品、縫製工場でつくることができな

いものがあります。今売れているもので、たとえば「日傘」「扇子」といったものは、専門に加工してもらって

販売しているものになります。今日は、その「扇子」について皆さんにお話ししたいと思います。 

1. 扇子といえば京都？それとも  

2. 広大な中国の気候による竹の個性 

3. トクセイ県（高級志向・日本のオーダー物）とアンキチ県（低価格の日本向け・中国国内向け）の扇子 

      自動車工場でパーツを組み立てるように、分業制になっているそうです。中国にたびたび足を運んでい

る山内さんの口から語られる扇子作りの様子の中から、現地の方たちとの深い信頼関係が窺えました。 

      山内さん、中国の皆さんとの協働でこれからもよいものづくりを続けていってください。有難うございました。 

    「やまうち」のオリジナル販売の扇子 

      
 

■ニコニコ   

 青木会長（お誕生日のお祝いをありがとうございました。あっと言う間に６２歳になりました） 

 藤会員（めでたく 58歳の誕生日を迎えることができました） 

 遠藤会員（5/28に入籍しました） 

 廣澤会員（先月、６１歳になり年金の手続きをしてきました） 

 次回例会               ２０１５年６月９日（火） １８:３０からレストラン西岡 

       プログラム                   卓話 / 吉田宥勝会員 

  

欠席 宇山裕士/小田教仁/谷俊彦/田野寿一/戸島健治/林秀樹/藤田茂樹/ 

   前田豊太郎/森廣一/矢野太一 

☆ 欠席の会員はメークアップをお願いします。次回例会に欠席の会員は出席委員長まで 

ご連絡をお願いします。 


